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９
月
８
日
か
ら
11
日
ま

で
の
日
程
で
、
第
３
回
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
27
年

度
補
正
予
算
案
８
件
、
条

例
の
改
正
案
６
件
、
そ
の

他
議
案
９
件
、
請
願
４
件

が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も

可
決
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
26
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
を
は
じ

め
と
す
る
９
件
の
決
算
認

定
は
、
各
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
一
般
質
問
で
は
12
人

の
議
員
が
壇
上
に
て
質
問

し
ま
し
た
。

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）全員

賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
戸

別
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）全

員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）全員

賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）

全
員
賛
成

◦
新
町
建
設
計
画
の
変
更
に

つ
い
て

全
員
賛
成

◦
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の

確
認
に
つ
い
て（
４
件
）

阿
曽
浦
３
件

田
曽
浦
１
件

全
員
賛
成

◦
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い

て（
４
件
）

阿
曽
浦
３
件

田
曽
浦
１
件

◦
南
伊
勢
町
個
人
情
報
保
護

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

賛
成
多
数

◦
南
伊
勢
町
行
政
手
続
き
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

全
員
賛
成

請
　
　
願

議
　
　
案

平
成
27
年

第
３
回
定
例
会

発
　
　
議

報
　
　
告

◦
義
務
教
育
国
庫
負
担
制
度

の
存
続
と
更
な
る
充
実
を

求
め
る
意
見
書

◦
教
職
員
定
数
改
善
計
画
の

策
定
・
実
施
と
教
育
予
算

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

◦
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い

て
◦
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

◦
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
存
続
と
更
な
る
充
実

を
求
め
る
請
願
書全

員
賛
成

◦
教
職
員
定
数
改
善
計
画
の

策
定
・
実
施
と
教
育
予
算

拡
充
を
求
め
る
請
願
書

全
員
賛
成

第１回伊勢志摩サミット南伊勢町民会議

◦
南
伊
勢
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例全

員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
半
島
振
興
対
策

実
施
地
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
特
例
措
置
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推

進
と
就
学
・
修
学
支
援
に

関
わ
る
制
度
の
拡
充
を
求

め
る
請
願
書

全
員
賛
成

◦
防
災
対
策
の
充
実
を
求
め

る
請
願
書

全
員
賛
成

◦
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推

進
と
就
学
・
修
学
支
援
に

関
わ
る
制
度
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書

◦
防
災
対
策
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書
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▼
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

▼
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
介

護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

▼
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

▼
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
戸

別
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

▼
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

▼
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
病

院
事
業
会
計
決
算

▼
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
上

水
道
事
業
会
計
決
算

平
成
26
年
度
決
算

常
任
委
員
会
付
託

補
正
予
算
　
主
な
質
疑

　
議
員　

自
主
運
行
バ

ス
維
持
費
の
中
で
、

委
託
料
が
追
加
補
正
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

　
環
境
生
活
課
長　
　

教
育
委
員
会
か
ら
南

伊
勢
高
校
南
勢
校
舎
の
テ
ス

ト
期
間
中
、
下
校
に
合
わ
せ

て
、
南
島
地
区
へ
の
ダ
イ
ヤ

を
追
加
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
り
、臨
時
便
と
し
て
、

南
勢
野
添
～
古
和
（
道
方
・

阿
曽
浦
・
神
前
・
方
座
経
由
）

を
運
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 　

議
員　

漁
港
漁
場
管

理
費
の
中
の
、
工
事

請
負
費
の
内
容
説
明
を
。

　
水
産
農
林
課
長　
　

奈
屋
浦
漁
港
船
溜
が
、

潮
の
流
れ
が
悪
く
、
ヘ
ド
ロ

体
積
に
よ
る
悪
臭
が
問
題
と

な
っ
て
き
た
た
め
、
防
波
堤

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
９
個
取
り

除
き
、
悪
臭
対
策
を
行
う
。

南
伊
勢
高
校
南
勢
校
舎
下
校
バ
ス
臨
時
便

よ
り
良
い
環
境
整
備

問

問

答

答潮の流れ悪い

まちを元気に　わくドキ南伊勢
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一
般
質
問

拠
点
が
必
要
で
は

総
合
的
に
考
え
て
い
く
　
町
長

基本的な考えは
強靭な地域をつくりあげる　町長

問
当
町
に
お
け
る
地
域

強
靭
化
の
役
割
は
、

地
域
特
性
か
ら
膨
大
か
つ
広

範
囲
に
及
ぶ
も
の
に
な
る
が
、

基
本
的
な
方
針
は
。

南勢庁舎

南島庁舎

問
「
町
民
起
点
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
基
本
理

念
、
目
指
す
姿
「
安
全
・
安

心
を
実
現
し
、
希
望
を
も
ち

誇
れ
る
南
伊
勢
町
」
の
実
現

に
向
け
て
、
真
の
意
味
で
の

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
町
民
の

一
体
化
と「
オ
ー
ル
南
伊
勢
」

で
課
題
解
決
に
立
ち
向
う
こ

と
が
急
務
と
考
え
る
が
、
そ

の
中
心
と
な
る
拠
点
が
必
要

で
は
。

答
町
長　

現
在
の
分
庁

舎
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
十
分

に
考
慮
し
な
が
ら
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
向

上
を
め
ざ
す
。
ま
た
、
地
方

創
生
の
観
点
か
ら
、
今
後
の

答
町
長　

地
域
強
靭
化

計
画
は
、
ど
ん
な
自

然
災
害
な
ど
が
起
こ
っ
て
も

機
能
不
全
に
陥
ら
ず
、 

い
つ

ま
で
も
元
気
で
あ
り
続
け
る

「
強
靭
な
地
域
」
を
つ
く
り

あ
げ
る
た
め
の
計
画
。
平
時

か
ら
備
え
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、持
続
的
な
社
会
の
構
築
、

ひ
い
て
は
地
域
の
活
性
化
な

ら
び
に
経
済
の
活
性
化
に
資

20
年
、
30
年
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
た
め

の
体
制
に
つ
い
て
、
行
政
機

能
な
ど
と
も
併
せ
て
総
合
的

に
考
え
て
い
く
こ
と
も
大
切

と
考
え
て
い
る
。

掛橋　靖 議員

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

大
規
模
自
然
災
害
が
発
生

し
た
と
き
で
も
地
域
社
会
・

経
済
が
迅
速
に
再
建
・
回
復

で
き
る
条
件
を
整
備
し
、
長

期
的
視
野
を
持
っ
た
計
画
的

な
取
組
や
適
切
な
施
策
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
効

率
的
・
効
果
的
に
強
靭
化
を

図
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し

て
い
る
。
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一
般
質
問

答
町
長　

現
在
各
地
区

か
ら
河
床
掘
削
の
要

望
の
あ
る
河
川
は
、 

県
管
理

河
川
が
６
か
所
、
町
管
理
河

川
が
３
か
所
と
な
っ
て
い
る
。

最
近
、
河
床
掘
削
を
実
施

し
た
河
川
は
、
県
管
理
河
川

で
は
、
古
和
川
・
泉
川
・
神

津
佐
川
、町
管
理
河
川
で
は
、

東
宮
川
・
道
方
川
・
方
座
川
・

貝
住
川
・
下
出
川
・
桂
川
と

な
っ
て
い
る
。

現
在
の
事
業
計
画
河
川
は
、

県
管
理
河
川
で
村
山
川
・

五
ヶ
所
川
・
小
方
川
を
検
討

し
て
お
り
、
町
管
理
河
川
で

は
職
谷
川
を
予
定
し
て
い
る
。

河床掘削の要望は
県管理6河川　町管理3河川　町長

答
町
長　

耐
震
化
・
補

強
工
事
に
つ
い
て

は
、
学
校
施
設
を
含
め
２
次

避
難
施
設
31
か
所
は
、
全
て

耐
震
化
さ
れ
て
い
る
。 

施
設
や
サ
ー
ビ
ス
拡
大
の

予
定
と
し
て
は
、
町
民
文
化

会
館
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

な
ん
と
う
に
つ
い
て
必
要
な

改
修
・
改
造
な
ど
機
能
改
善

町
有
施
設
の
耐
震
化
は

全
て
完
了
済
　
町
長

文化活動の拠点として

問
町
有
施
設
で
耐
震
化
・

補
強
工
事
、
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
を
予
定
し

て
い
る
も
の
は
。

問
河
川
維
持
修
繕
（
河

床
掘
削
）
の
要
望
が

で
て
い
る
と
こ
ろ
は
何
か
所

か
。
ま
た
こ
こ
数
年
で
河
床

掘
削
が
完
了
し
て
い
る
箇
所

と
、
現
在
事
業
計
画
に
は

い
っ
て
い
る
箇
所
は
。

流れの良くなった河川

そ
の
他
の
質
問

◦
平
成
27
年
度
交
付
税
決
定

状
況
に
つ
い
て

倉田　育 議員

を
行
い
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て

サ
ー
ビ
ス
拡
大
を
行
っ
て
い

く
。ま

た
、
合
併
10
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
年

４
月
に
恋
人
の
聖
地
と
し
て

認
定
を
受
け
た
見
江
島
展
望

台
に
鐘
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設

置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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一
般
質
問

目指せ東京オリンピック（^ ｖ^ ）

住民一体の地域づくりを !

地
域
づ
く
り
支
援
事
業
は

テ
ー
マ
を
設
け
て
取
組
を
　
町
長

スポーツ環境の整備は
快適・安全に行えるように　町長

問
子
ど
も
が
減
り
続
け

る
な
か
で
、
小
中
学

生
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
ど
の

よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の
か
。

答
町
長　

当
町
で
は

年
々
、
子
ど
も
の
数

が
減
少
し
て
お
り
、
学
校
教

育
外
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お

い
て
も
、
小
中
学
生
が
所
属

す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団

員
数
が
減
少
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。

子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
と

問
地
域
づ
く
り
支
援
事

業
の
実
施
状
況
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
町
長　

今
年
度
は
８

月
に
地
域
づ
く
り
支

援
員
で
あ
る
役
場
職
員
を
対

象
に
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
、
全
区
必
須
の
項
目
と

し
て
各
区
の
災
害
行
動
計
画

の
作
成
支
援
や
具
体
的
な
行

東　伊久雄議員

お
し
て
健
全
な
心
身
を
育
み
、

子
ど
も
同
士
や
大
人
と
交
流

し
、
笑
顔
と
元
気
の
あ
ふ
れ

る
町
に
し
て
い
く
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
な
る
体

育
施
設
を
整
備
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
快
適
、
安
全
に
行
え
る

よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な

ど
を
支
援
し
て
い
く
。

動
の
検
証
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
地
域
の

問
題
点
や
課
題
の
取
組
を
ど

う
し
て
い
く
か
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
伝
統
文
化
を
守
っ

て
い
く
か
な
ど
の
テ
ー
マ
を

設
け
て
取
組
を
進
め
て
い
く
。
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一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問

◦
町
立
病
院
へ
の
新
卒
看
護

師
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

問
南
島
地
域
が
上
水
道

に
な
る
計
画
が
あ
る

中
で
、
新
し
い
水
道
料
金
開

始
ま
で
、
あ
と
１
年
半
し
か

な
い
が
、
こ
の
短
い
期
間
の

中
で
町
民
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
説
明
を
し
て
い
く
の

か
。答

町
長　

平
成
28
年
度

末
の
事
業
統
合
に
向

け
、
最
後
の
２
簡
易
水
道
の

資
産
調
査
を
進
め
て
い
る
。

既
設
設
備
の
更
新
と
維
持

管
理
に
必
要
な
投
資
も
念
頭

一杯どうぞ‼

工事中の南島バイパス

に
置
い
て
、
料
金
の
算
定
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。水

道
事
業
の
統
合
は
町
民

に
直
接
影
響
が
生
じ
る
事
と

な
る
た
め
、
各
地
域
へ
分
か

り
や
す
く
説
明
を
行
い
、
理

解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

町民への説明は
各地域で実施　町長

バ
イ
バ
ス
開
通
は

平
成
28
年
度
末
の
供
用
を
　
町
長

答
町
長　

伊
勢
建
設
事

務
所
か
ら
は
、
平
成

28
年
春
頃
の
供
用
開
始
を
目

指
し
て
鋭
意
事
業
を
進
め
て

き
た
が
、
平
成
26
年
度
の
工

事
中
に
切
土
法
面
の
一
部
に

問
題
が
発
生
し
た
た
め
、
事

業
進
捗
が
遅
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

現
在
は
、
第
２
工
区
の
工

事
の
約
93
％
が
完
了
し
て
お

り
、
今
後
は
、
平
成
28
年
度

末
の
供
用
を
目
指
し
て
工
事

を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

松葉和久 議員

問
南
島
バ
イ
バ
ス
の
開

通
情
報
は
。
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一
般
質
問

問
地
方
創
生
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
女
性

の
感
性
を
生
か
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

答
ま
ち
づ
く
り
政
策
監

地
方
創
生
会
議
で
は
、

４
割
近
い
委
員
を
、
地
域
を

支
え
て
い
る
女
性
に
お
願
い

し
て
お
り
、
実
際
に
子
育
て

し
て
い
る
観
点
か
ら
の
意
見

を
う
か
が
っ
て
い
る
。
こ
れ

問
南
伊
勢
町
に
は
地
方

創
生
に
つ
な
が
る
素

材
は
あ
る
の
か
。

答
ま
ち
づ
く
り
政
策
監

当
町
に
は
、
ま
ち
の

歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
語
れ

る
高
齢
者
の
方
の
知
恵
と
経

験
、
南
伊
勢
高
校
の
Ｓ
Ｂ
Ｐ

の
取
組
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
な
若
い
人
の
感
性
が
あ

女性の参画を

がんばれ若人

女性の参画は
彼女たちを主役に　まちづくり政策監

か
ら
つ
く
っ
て
い
く
事
業
の

中
で
、
多
く
の
女
性
の
方
を

巻
き
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

特
に
高
齢
の
女
性
の
方
が

非
常
に
多
く
、
地
域
の
た
め

に
何
か
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
持
つ
方
も
少
な
く
な
い

た
め
、
彼
女
た
ち
を
主
役
に

し
た
何
か
が
で
き
れ
ば
幸
い

と
考
え
る
。

る
。
町
の
特
産
品
を
ど
う
活

用
し
て
い
く
か
は
、
ま
ち
の

未
来
を
担
う
人
材
が
一
番
の

素
材
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

同
時
に
高
齢
者
の
方
に
は
生

涯
現
役
で
活
躍
し
て
も
ら
い

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
南

伊
勢
町
の
誇
り
を
教
え
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
を
ま
ち
の
宝
と
考
え

て
、
地
域
み
ん
な
で
育
ん
で

岡本　眞 議員

そ
の
他
の
質
問

◦
防
災
に
つ
い
て

◦
農
業
振
興
に
つ
い
て

い
け
れ
ば
、
こ
こ
に
し
か
な

い
す
ば
ら
し
い
素
材
に
な
る

と
思
う
。

地
域
創
生
の
素
材
は

地
域
み
ん
な
で
育
ん
で
　
ま
ち
づ
く
り
政
策
監
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一
般
質
問

答
町
長　

本
町
が
直
面

し
て
い
る
著
し
い
人

口
減
少
と
少
子
化
に
対
応
し
、

の
機
運
を
作
り
出
し
、サ
ミ
ッ

ト
受
け
入
れ
の
取
組
を
行
い
、

開
催
を
契
機
と
し
て
、
観
光

商
工
業
、
農
林
水
産
業
及
び

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

６
月
に
農
協
・
漁
協
・
商
工

会
・
観
光
協
会
・
行
政
な
ど

で
『
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
南

伊
勢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
』

設
置
に
向
け
て
の
打
ち
合
わ

問
来
年
の
５
月
26
日
・

27
日
に「
伊
勢
志
摩

サ
ミ
ッ
ト
」が
開
催
さ
れ
る

が
、
町
関
連
の
諸
団
体
に
お

け
る
今
日
ま
で
の
活
動
内
容

と
、今
後
の
予
定
は
。
ま
た
、

地
域
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て

町
の
考
え
は
。

答
町
長　

当
町
と
し
て

官
民
を
上
げ
て
歓
迎

問
全
体
と
し
て
出
生
数

が
減
少
傾
向
に
あ
る

当
町
に
お
い
て
、
「
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
の
確
保
を
図

る
た
め
、
そ
の
出
産
を
奨
励
・

祝
福
す
る
」
こ
と
の
意
義
は

さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
。
金

額
の
増
額
や
第
２
子
へ
の
拡

大
な
ど
「
第
３
子
祝
い
金
支

給
制
度
」
の
拡
充
は
図
れ
な

い
か
。

まちの宝物

活性化への起爆剤

ま
た
若
者
に
と
っ
て
暮
ら
し

や
す
い
生
活
環
境
を
整
え
る

た
め
の
若
者
定
住
促
進
事
業

と
し
て
重
要
な
施
策
の
ひ
と

つ
と
考
え
て
お
り
、今
後
制
度

の
内
容
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
第
４
期
障
が
い
者
福
祉
計

画
の
冊
子
印
刷
製
本
に
関

る
法
令
違
反
に
つ
い
て

◦
無
形
民
俗
文
化
財
等
の
記

録
化
に
関
す
る
今
後
の
事

業
計
画
に
つ
い
て

山本周也 議員

協
力
と
活
用
は

活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
　
町
長

せ
を
行
い
、
８
月
に
『
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
南
伊
勢
町
庁

内
会
議
』
を
立
ち
上
げ
た
。

今
後
９
月
中
に
町
内
各
種
団

体
の
方
々
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
く
町
民
会
議
を
設
置
し

て
、
地
域
の
食
材
や
自
然
、

伝
統
文
化
な
ど
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

制
度
の
拡
充
は

検
討
し
て
い
き
た
い
　
町
長
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一
般
質
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問
真
砂
寮
の
増
床
・
移

転
計
画
の
進
捗
状
況

は
。答

町
長　

わ
た
ら
い
老

人
福
祉
施
設
組
合
の

管
理
者
・
副
管
理
者
会
議
に

お
い
て
、
昨
年
８
月
に
高
台

移
転
と
増
床
に
関
し
て
は
、

お
お
む
ね
合
意
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
現
在
は
本
格
的
に

整
備
候
補
地
用
土
地
の
確
認

や
、
進
入
路
な
ど
の
調
整
を

し
、
検
討
中
で
あ
る
。

問
進
捗
が
遅
れ
て
い
る

要
因
は
。

答
町
長　

関
係
市
町
と

の
事
前
調
整
や
、
整

備
候
補
地
に
隣
接
し
た
国
有

地
や
共
有
地
が
あ
る
こ
と
、

公
図
の
一
部
に
未
整
備
部
分

が
あ
る
こ
と
な
ど
、
各
方
面

に
確
認
を
行
っ
て
い
る
た
め

で
あ
る
。

問
一
次
避
難
場
所
へ
の

避
難
路
・
避
難
場
所

の
整
備
状
況
は
。

答
町
長　

各
区
と
も
に

一
次
避
難
場
所
の
見

直
し
を
行
い
、
町
内
２
４
２

か
所
に
一
次
避
難
場
所
お
よ

び
避
難
路
を
計
画
し
た
結
果
、

整
備
は
ほ
ぼ
終
了
し
た
。

増床・高台移転は
検討中である　町長

そ
の
他
の
質
問

◦
個
人
番
号
制
問
題
に
つ
い

て
◦
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
新
総

合
事
業
の
体
制
づ
く
り
に

つ
い
て

備えが大事

安心・安全な場所へ

手塚征男 議員

一次避難場所・避難路の整備は
計画はほぼ終了　町長

問
避
難
所
で
の
食
料
・

水
・
ト
イ
レ
の
確
保

の
状
況
は
。

答
町
長　

毎
年
非
常
食

１
４
０
０
０
食
分

と
保
存
水
な
ど
を
購
入
し
各

地
区
と
２
次
避
難
所
な
ど
に

備
蓄
を
行
っ
て
い
る
。
ト
イ

レ
に
つ
い
て
も
現
在
１
７
５

セ
ッ
ト
を
整
備
し
て
い
る
。
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一
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問
ト
ン
ネ
ル
内
壁
点
検

は
。

答
町
長　

平
成
25
年
度

に
県
管
理
の
ト
ン
ネ

ル
は
す
べ
て
点
検
・
修
繕
計

画
を
作
成
し
、工
事
の
実
施
、

工
事
の
計
画
を
予
定
し
て
い

る
。

問
サ
ニ
ー
ロ
ー
ド
の
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
段
差
部

分
の
調
査
と
補
修
は
。

答
町
長　

伊
勢
建
設
事

務
所
が
調
査
を
行
い
、

本
年
度
中
に
舗
装
修
繕
工
事

を
実
施
す
る
予
定
。

近づくと見えるが 見えない標識

工事も終わって一安心

澤村圭也 議員

伐
採
計
画
は

そ
の
都
度
対
応
　
町
長

答
町
長　

道
路
管
理
者

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
で
支
障
の
あ
る
と
こ
ろ

を
確
認
し
、
そ
の
都
度
所
有

者
の
調
査
を
行
い
対
応
し
て

い
る
。

問
道
路
標
識
が
木
の
葉

や
枝
で
見
え
な
い
所

が
多
く
あ
る
が
、
伐
採
す
る

計
画
は
。

道路の維持管理は
修繕工事を実施　町長
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問
子
た
ち
が
学
校
に
い

る
時
の
防
災
対
策
は

万
全
の
対
策
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
思
う
が
、
家
庭

に
い
る
時
や
放
課
後
友
達
と

遊
ん
で
い
る
時
も
含
め
防
災

対
策
で
あ
り
防
災
教
育
だ
と

考
え
る
。
町
の
考
え
は
。

答
教
育
長　

町
内
の
各

学
校
で
は
「
自
助
」

「
共
助
」の
考
え
方
を
理
解
し

て
行
動
で
き
る
よ
う
各
関
係

機
関
と
連
携
し
、
発
達
段
階

に
応
じ
た
防
災
教
育
を
推
進

し
て
い
る
。夏
休
み
中
に
は
、

家
庭
で
防
災
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な

宿
題
も
出
し
て
い
る
。

今
後
も
、
地
域
の
自
主
防

災
団
体
の
協
力
を
あ
お
ぐ
な

ど
、
さ
ら
に
地
域
と
連
携
す

る
と
と
も
に
、
先
進
地
域
の

事
例
に
学
び
な
が
ら
、
防
災

学
習
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問
校
区
が
広
く
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
、
町

バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
料
金
や

本
数
・
時
刻
な
ど
を
考
え
て

ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
や
子
ど
も
を
育

て
て
い
る
親
の
目
線
に
立
っ

て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
町
長　

子
ど
も
の
デ

マ
ン
ド
バ
ス
利
用
料

金
に
つ
い
て
は
、
回
数
券
の

発
行
や
小
中
学
生
を
子
ど
も

料
金
と
し
て
大
人
料
金
の
半

額
と
し
て
い
る
な
ど
と
い
っ

た
こ
と
を
実
施
。
ま
た
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
や
一
部
フ
リ
ー

パ
ス
券
に
よ
る
町
バ
ス
利
用

（
小
学
生
）や
、
平
日
お
よ
び

土
日
の
ク
ラ
ブ
活
動
（
中
学

生
）
に
合
わ
せ
た
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
を
し
て
い
る
。

今
後
と
も
子
ど
も
た
ち
が

地
域
で
活
動
し
や
す
い
よ
う
、

町
営
バ
ス
も
含
め
た
運
行
体

制
を
整
備
し
て
い
く
必
要
は

あ
る
と
考
え
る
が
、
運
行
費

用
の
増
大
や
ダ
イ
ヤ
調
整
な

ど
の
課
題
も
あ
る
の
で
、
ど

の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
、

調
査
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

登校中の『もしも』に備える

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
検
討
し
て

調
査
を
実
施
し
て
い
き
た
い
　
町
長

学校外での防災対策は
防災学習の充実を図る　教育長

「安心・正確・心地良い」を利用者へ

河村健志 議員
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一
般
質
問

岡田和夫 議員

問
町
立
病
院
の
移
転
場

所
に
対
す
る
住
民
の

意
見
聴
取
に
つ
い
て
、
住
民

み
ん
な
が
自
分
の
意
見
を

持
っ
て
い
る
が
町
側
に
聞
い

て
も
ら
え
る
場
が
な
い
。
今

か
ら
で
も
必
要
で
は
。

答
町
長　

高
台
移
転
場

所
は
、
住
民
の
代
表

で
構
成
す
る
「
町
立
病
院
移

転
推
進
委
員
会
」
に
よ
り
、

３
か
所
の
移
転
候
補
地
の
中

か
ら
優
先
順
位
を
つ
け
て
、

平
成
26
年
９
月
26
日
に
答
弁

を
い
た
だ
い
た
。
住
民
の
意

見
と
い
う
観
点
で
は
、毎
年
、

町
長
と
住
民
が
意
見
交
換
を

行政と住民との対話が大事！

住
民
の
意
見
を
聞
く
場
を

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
　
町
長

答
町
長　

五
ヶ
所
浦
区

か
ら
平
成
22
年
10
月

７
日
に
津
波
対
策
の
避
難
塔

建
設
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
ま
も
な
く
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
た
こ

と
、
国
や
県
の
浸
水
想
定
が

相
次
い
で
出
さ
れ
た
こ
と
な

ど
が
あ
り
、
津
波
避
難
タ

ワ
ー
の
有
効
性
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

問
五
ヶ
所
浦
区
か
ら
要

望
さ
れ
て
い
る
避
難

タ
ワ
ー
建
設
に
つ
い
て
、
地

元
か
ら
町
に
対
し
て
強
い
声

が
で
て
い
る
が
、
対
応
は
。

避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
は

地
元
と
相
談
し
な
が
ら
　
町
長

そ
の
よ
う
な
中
で
、
同
区

に
は
津
波
避
難
シ
ェ
ル
タ
ー

の
検
討
も
薦
め
た
結
果
、
平

成
27
年
２
月
20
日
に
津
波

シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
の
要
望
調

査
結
果
が
提
出
さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
を
受
け
、
施
設
の
選

択
と
設
置
場
所
の
選
定
も
同

区
に
併
せ
て
お
願
い
し
て
い

る
。

津波から命を守る拠点つくりを

す
る
場
と
し
て
開
催
し
て
い

る
地
区
懇
談
会
の
中
で
意
見

を
い
た
だ
い
た
り
、
ま
た
町

民
と
接
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
通
じ
て
意
見
や
提
案
を

も
ら
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦「
地
方
創
生
」へ
の
計
画
作

り
に
つ
い
て
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一
般
質
問

田中喜一郎 議員

答
町
長　

デ
マ
ン
ド
バ

ス
の
現
状
把
握
を
目

的
に
、昨
年
８
月
に
お
こ
な
っ

た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
と
、
半
数
近
く
の
人

が
病
院
へ
の
通
院
を
利
用
目

的
と
し
て
い
る
。
町
立
病
院

は
平
日
午
後
２
時
か
ら
４
時

ま
で
、メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

内
科
１
診
は
月
・
金
曜
日
の

午
後
３
時
ま
で
の
診
察
も
可

能
な
の
で
、
事
情
も
あ
る
と

思
う
が
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
利

用
者
に
は
午
後
の
受
診
も
お

願
い
し
、
改
善
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
こ
れ
か
ら
の
地
域
社

会
づ
く
り
を
考
え
た

と
き
、
町
民
と
し
て
、
自
分

が
住
む
自
治
体
の
財
政
を
知

る
こ
と
は
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
。
今
後
の
「
予
算

説
明
書
」配
布
予
定
を
含
め
、

町
民
と
の
施
策
優
先
順
位
の

合
意
形
成
に
関
し
て
の
考
え

は
。

答
町
長　

重
要
な
施
策

な
ど
に
つ
い
て
合
意

形
成
を
図
り
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
に
も
施
策
な
ど
の
情

報
を
積
極
的
に
提
供
し
、
共

有
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
予
算
説
明
書
の
配
布

や
、
平
成
22
年
度
か
ら
開
催

し
て
い
る
町
政
説
明
会
の
場

に
お
い
て
重
要
な
施
策
の
説

明
な
ど
と
と
も
に
、
意
見
交

換
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
の
課
題
や
提
案
な
ど
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

乗降位置追加で便利に

まちを知る

施
策
優
先
順
位
の
合
意
形
成
を

情
報
を
積
極
的
に
提
供
　
町
長

交通弱者への対策は
改善努力する　町長

そ
の
他
の
質
問

◦
自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

問
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
予

約
が
と
り
に
く
い
と

の
住
民
か
ら
の
声
が
あ
る
が
、

高
齢
化
が
進
む
当
町
の
交
通

弱
者
へ
の
、
今
後
の
対
策
計

画
は
。
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一
般
質
問

山本芳隆 議員

問
平
成
27
年
８
月
か
ら

介
護
保
険
改
正
で
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
料
金
な
ど
が

改
正
さ
れ
て
い
る
。
町
民
に

と
っ
て
は
身
近
な
問
題
な
の

で
、
広
報
み
な
み
い
せ
７
月

号
で
の
周
知
は
以
外
に
も
何

か
の
機
会
に
説
明
し
て
は
。

答
福
祉
課
長　

課
長
に

限
ら
ず
職
員
も
町
民

の
皆
さ
ん
に
直
接
身
近
な
と

こ
ろ
で
説
明
会
や
後
援
会
・

座
談
会
な
ど
を
行
う
と
、
話

の
内
容
の
検
討
や
資
料
作
り

な
ど
相
当
に
準
備
も
す
る
し
、

そ
の
場
の
皆
さ
ん
の
反
応
が

直
接
感
じ
ら
れ
る
た
め
た
い

へ
ん
勉
強
に
な
る
と
思
う
。

８
月
１
日
か
ら
の
介
護
保

険
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
利

町
民
に
説
明
を

直
接
説
明
も
し
て
い
き
た
い
　
福
祉
課
長

答
町
長　

当
町
商
工
会

に
お
い
て
は
、
往
復

ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
た
う
え
で
、
適
切
に

一
人
５
冊
以
内
で
販
売
し
て

い
る
。
売
れ
残
り
分
の
第
２

回
商
品
券
の
販
売
に
つ
い
て

問
商
品
券
の
取
り
扱
い

業
者
に
よ
る
商
品
券

大
量
購
入
の
ニ
ュ
ー
ス
が
話

題
と
な
っ
た
。
プ
レ
ミ
ア
付

商
品
券
の
購
入
に
は
何
か
と

問
題
も
発
生
す
る
よ
う
に
思

う
が
、
当
町
の
販
売
方
法
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。

商
品
券
の
販
売
方
法
は

公
平
性
が
保
た
れ
て
い
る
　
町
長

も
、
新
聞
折
込
・
広
報
み
な

み
い
せ
で
周
知
の
う
え
、
一

人
５
冊
以
内
で
窓
口
販
売
を

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

販
売
方
法
に
つ
い
て
は
公
平

性
が
保
た
れ
て
い
る
と
考
え

る
。

用
者
負
担
が
変
更
と
な
る
も

の
で
あ
り
、確
か
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
た

い
へ
ん
身
近
な
問
題
な
の
で
、

今
後
機
会
を
と
ら
え
て
直
接

説
明
も
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◦
町
立
病
院
建
設
つ
い
て

今年中に使いきってね（＾ｖ＾）

身近なところでわかりやすい説明を
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視
察
報
告

議員視察レポート議員視察レポート
百聞は一見にしかず！
県内で最もＩＴ化が進んでいる鳥羽市議会を視察してきました

8月21日（金）　議員13名（※1名欠席）、事務局2名

６
月
に
議
員
視
察
研
修
で
、

訪
れ
た
福
岡
県
大
刀
洗
町
議

会
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

有
効
利
用
し
て
い
た
こ
と
を

目
の
当
た
り
に
し
、さ
ら
に
、

私
た
ち
の
特
別
委
員
会
で
も

議
員
間
で
関
心
度
が
高
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
県
内
で
最
も

Ｉ
Ｔ
化
の
進
ん
だ
鳥
羽
市
議

会
を
視
察
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

御
多
忙
の
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
浜
口
議
長
、
井
村
副

議
長
、
そ
し
て
事
務
局
が
対

応
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

事
務
局
北
村
議
事
担
当
係

長
よ
り
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に

よ
り
鳥
羽
市
議
会
が
Ｉ
Ｔ
化

を
進
め
た
経
緯
に
つ
い
て
詳

細
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

議
会
の
あ
る
べ
き
姿
の
追
及
と
、
議
員
一
人
ひ
と
り
の
資
質
向
上
を
目
指
し
て
、

研
究
と
学
習
な
ど
の
活
動
を
し
て
ま
す
。

◦費用（コスト）がかからない
◦市民に開かれた議会を目指して
⇒インターネットでの議会中継も
可能
⇒市民との交流ができる
⇒市民にわかりやすい
◦通年議会を開催している

◦慣れるまで大変
◦得意不得意の個人差がある
※議員同士で教え合って克服し
たとのこと

◦情報収集がしやすい
◦事務局の仕事の軽減
◦スケジュール管理がしやすい
◦資料やデータの保管が便利
で、さらに出し入れが簡単
◦活用は無限大なのでいろんな
取組ができる

ＩＴ化を進めた理由

※ＩＴとは、情報技術（Information Technology）の略です。
◦情報をデジタル化して管理するパソコンやデータ通信の技
術を総称します。
◦メリットは、紙に印刷して記録をしなくても、膨大な情報
をパソコン一台で管理できることや、インターネット通信に
よって、世界中の情報やニュースを受け取ったり、世界中に
情報を発信できることです。

デメリット メリット
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みんなのつぶやきみんなのつぶやき

■意識改革が急務
先日、ある自動車販売店に行ったとき、たまたま社員のプロフィールを見かけた。愛車

はもちろん自社製品。その車の良さを熱く語っていて、気持ちが良く伝わってきた。さて、
町職員はどうだろう？

いくら、トップダウンで「地方創生」「住みたい町づくり」と唱えても、当の町職員が、
地元を捨て、町外から通勤している現状では、何も伝わってこない。言い方は悪いが「乗
員が不安を感じ、他の船に逃げ出しているのに、誰がそんな船に乗ろうと思うのか！」私
は、自分の仕事を愛し、誇りを持っている。南伊勢町を次の世代に残す覚悟を…と訴える
前に、足元の意識改革が急務ではないか！

記念すべき合併10周年。だが広報の「人の動き」は、毎月２ケタの人口減を続けている。
はたして、20周年を迎えることはできるのだろうか？「限界集落」という言葉が頭をよ
ぎる。	 （50代男性）

■もう合併して 10年になんの？
10年経つの早いな。(^^) わたしら良う

なると思って合併に賛成やったけど、間
違ってへんだわ。自分も年とって、体いう
こときかへんし、旦那も車運転できんなっ
て不便やけど、デマンドもあるし、病院も
買物もなんとか行けるでな。でも、なんか
さみしいのは、まだ町がバラバラな感じす
るんさ！わたしだけかいな？孫らの代に
なったら良うなるかな．．．。

（70 代女性）

■和気あいあいと（^ ｖ^ ）
今年の夏頃から、南海地区のママ達

と週に一度、運動するようになりま
した。みんな和気あいあいと、声を
掛け合い、大笑いし、汗をかくことで
心も体もリフレッシュされ、今では
何よりの楽しみです。こんな楽しい
機会を作ってくれたママさんに感謝
の気持ちで一杯です。ありがとう‼

（30代女性）

あなたもつぶやきませんか？
どんなことでも大丈夫です（^^）/
みんなでつぶやきましょう。
思ったこと、感じてることを200字

程度でつぶやいて下さい。
※ハガキか で送って下さいね。

〒516-0194
南伊勢町五ヶ所浦3057

議会事務局　宛
　0599－66－2164
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議会を傍聴しませんか
12月定例会が開催されます。
開催は12月８日～ 12月14
日の予定です。
ぜひ傍聴してください。
（当日、総務課で受付をし
てください。）

町内のがんばっている人を紹介します！

設　立　平成26年４月　　会員数　10名
○自分たちの手でまちづくりを

生き生きとした町を。元気のある町を。少しでもかつ
ての賑わいを取り戻したい。そんな熱い心を持った人が
集い、ＧＧＢ倶楽部を立ち上げました。

○GGB倶楽部とは
Ｇ芸術：芸術に親しみ、愛でる心を養う。
Ｇ芸能：豊漁太鼓や祭り、郷土芸能を次世代に伝承していく。
Ｂ文化：わが町独自の文化を守り育てていく。
この頭文字をとってＧＧＢ倶楽部としました。

これらのことを掘り起こし、継承していくのも倶楽部の大きな役割です。一人ひとりでは小さな力
ですが、人が集えば大きなうねりを起こせるに違いない。そんな想いで力を合わせ活動しています。

平成26年に第1回ふれあいまつりを開催し、3,000人を超える人が集い、かつての賑わいがそ
こにはありました。倶楽部では毎年の開催を目標にしています。

みんなの想いが夢のある素敵な町を作っていくのです。「自分たちの町は自分たちの手」、この
想いを胸に頑張っています。みなさんもGGB倶楽部に参加し、一緒にまちづくりをしませんか。
【連絡先】代表　南　　賢

議会だよりでは町のがんばり屋さんを募集しています。自薦他薦は問いません。
※下記の議会事務局まで

議会広報特別委員会
委
員
長	

田
中
喜
一
郎

副
委
員
長	

掛
橋
　
　
靖

委
　
　
員	

東
　
伊
久
雄

	

河
村
　
健
志

	

倉
田
　
　
育

議
　
長	

上
村
　
久
仁

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、

議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

☎
０
５
９
９
�
１
７
８
１

０
５
９
９
�
２
１
６
４

う
ろ
こ
雲
が
空
を
お
お

い
、
秋
の
深
ま
り
を
感
じ

る
日
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
南
伊
勢
町
が

誕
生
し
て
10
周
年
に
あ
た

り
、
４
月
よ
り
合
併
記
念

事
業
が
執
り
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、「
町
が
ひ
と

つ
に
な
っ
て
き
た
」
と
感

じ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

し
た
。
合
併
に
ご
尽
力
し

て
い
た
だ
い
た
先
輩
方
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
私

た
ち
議
会
は
、
さ
ら
な
る

一
体
感
を
作
り
出
す
た
め

に
、努
力
し
て
い
き
ま
す
。

■
中
山　

盛
議
員

◦
町
村
議
会
議
員
と
し
て

21
年
以
上
在
職

■
上
村
久
仁
議
員

◦
町
村
議
会
議
長
と
し
て

５
年
以
上
在
職

◦
町
村
議
会
議
員
と
し
て

21
年
以
上
在
職

※
議
長
・
副
議
長
在
任
期
間

を
特
別
計
算
で
上
乗
せ

Ｇ Ｇ Ｂ 倶 楽 部

三
重
県
町
村
議
長
会

自
治
功
労
者
表
彰

上
村
議
長
が
町
村
議
長
会

副
会
長
に
就
任

10
月
15
日
に
津
市
で
行

わ
れ
た
『
三
重
県
町
村
議

会
議
長
会
』
の
理
事
会
に

お
い
て
、
当
議
会
の
上
村

久
仁
議
長
が
副
会
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
の
飯
田
氏
は
『
全

国
町
村
議
会
議
長
会
』
の

会
長
も
兼
任
さ
れ
て
お
り
、

上
村
議
長
に
は
会
長
を
傍

ら
で
支
え
る
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。


